近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１クール日報（１月２５日～1月３０日）
	報告日
天気
	1月２７日（土）
晴時々雨　気温 　最高６度（最低２度）
	報告者
	大阪府社協：本田、吹田市社協：新宅
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	志賀町文化ホール

	（主な日程）
	6:45　出発
8:00　志賀町VC到着、朝礼（県社協　北氏、日赤　北村氏）
9:00 　V受付
　　　 V活動
14:20　李氏、トヨタ、日野自動車との打合せ
15:00 　V活動終了
16:30  ミーティング
 20:30～　移動（宿泊地まで）

	報告事項

	■決定事項等
・ニーズ数150件超えている。
・県民VCバス16人3ニーズ対応。30人は別途災害ごみ仮置き場で分別作業実施
・VC直接受け付けV4人1ニーズ対応。
・ボランティア不足だが、多数受け入れても送迎車や軽トラ台数が不足しているため受け入れできないジレンマあり。
・資機材を持ち出す際、ガラス処理として土嚢袋とミニバールを持っていってもらう。
・本日より高速道路の無料化についてセンターで対応。管理簿の作成。
・災害廃棄物については、回収できないもの（蛍光灯等）は、事前に被災者に確認のうえ、返却する。
・ダッシュ隊大阪が現地入り。今後、RATと連携して活動予定。
（町対策本部本部会議より）
・志賀地区の仮置場として旧志賀中学校Gに仮置場が設置される（1月29日より）。
・避難所では、避難者カード（生活再建に向けた項目など）を配布。今後、ニーズ調査が増えていくことが見込まれる。社協活動として生活支援ニーズの把握に向けて活動方法を検討。
・指定避難所は13か所、自主避難所は17か所あり。一部の避難所は活性化センターに集約される予定。
・近ブロは引き続き、オリテ・マッチング、ニーズ管理の応援を行う。

	今後の主な予定
	・明日は県民VCから16人の活動を予定。一般Vは当日受付。

	調整課題・所感等
	・V連に受付をお願いしている。他にも、送り出し等の協力をしてもらえないか検討。
・富来地区からの移動に時間がかかるため、出張マッチングを試したが、職員間のオペレーションが複雑になるため通常どおりのマッチング（災害VC内）を行う。
・富来地区でのV活動の際、原則休憩は活性化センター（本所）にて休憩いただく。
・災害ごみ仮置場について、午前はスムーズに回っていたが、途中から混雑していた。
・雨天時等のV活動については、県の判断に準ずる。
・ニーズ受付の電話回線の増設（２台→４台）について検討。
・今後避難所でのニーズ調査が始まることから現調対応への職員やV不足が考えられる。また、軽トラが７台あるが、１ニーズで複数台使用するため不足している。

	その他
	・トヨタからの応援について調整中。
・日野自動車2月2日より適宜Vワゴンについて調整。




